
6061 　２０１8年10月 1 日号 　２０１8年10月 1 日号

POINT

ケース＆確認書類で学ぶ

相続手続き
八木正宣

税理士事務所ＳＢＬ所長・税理士執 筆：
会計事務所等での勤務を経て平成16年税理士事務所
ＳＢＬを開設。企業支援と相続関連業務に強み

Study

第

回

言
書
が
な
い
場
合
や
、
遺
言
書

に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
遺
産
が

程
度
厳
格
に
作
成
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　

遺
産
分
割
協
議
書
に
は
、
個
々
の
遺

産
を
だ
れ
が
相
続
す
る
か
記
載
し
、
相

続
人
全
員
が
同
意
の
う
え
で
署
名
・
押

印
し
ま
す
。
こ
の
と
き
の
押
印
は
実
印

で
行
い
、
印
鑑
登
録
証
明
書
の
添
付
に

よ
り
、
相
続
人
本
人
が
同
意
し
た
こ
と

を
裏
付
け
し
ま
す
。

相
続
人
全
員
の
署
名
・
押
印
が�

あ
る
か
確
認
す
る

　

被
相
続
人
名
義
の
相
続
預
金
の
払
戻

手
続
き
の
た
め
来
店
し
た
相
続
人
か
ら

遺
産
分
割
協
議
書
を
提
出
さ
れ
た
ら
、

金
融
機
関
と
し
て
は
、
ま
ず
相
続
人
全

員
の
署
名
・
押
印
が
あ
る
か
確
認
し
ま

す
。

　

こ
の
確
認
に
あ
た
っ
て
は
、
相
続
人

が
だ
れ
で
あ
る
か
把
握
し
て
お
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、「
被
相
続
人

の
出
生
か
ら
死
亡
ま
で
の
連
続
し
た
戸

籍
謄
本
」「
相
続
人
の
戸
籍
謄
本
」
等

を
提
出
し
て
も
ら
っ
て
相
続
人
は
だ
れ

か
確
認
し
、
判
明
し
た
相
続
人
の
氏
名

が
す
べ
て
遺
産
分
割
協
議
書
に
記
載
さ

れ
て
い
る
か
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
。

　

相
続
人
の
押
印
に
つ
い
て
は
、
提
出

さ
れ
た
印
鑑
登
録
証
明
書
と
突
き
合
わ

せ
て
一
致
し
て
い
る
か
確
認
す
る
こ
と

も
必
要
で
す
。

　

遺
産
分
割
協
議
書
に
署
名
・
押
印
し

て
い
な
い
相
続
人
が
い
る
と
、
原
則
と

し
て
遺
産
分
割
協
議
の
成
立
が
確
認
で

き
ま
せ
ん
。
遺
産
分
割
協
議
書
の
提
出

を
求
め
る
場
合
は
、
相
続
人
全
員
の
署

名
・
押
印
の
記
載
を
お
願
い
し
ま
し
ょ

う
。

　

ま
た
、
遺
産
分
割
協
議
書
に
記
載
さ

れ
て
い
る
預
金
名
義
人
（
被
相
続
人
）

の
名
前
や
口
座
の
種
類
、
口
座
番
号
等

を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
自
行
庫
の
預
金
が
特

定
で
き
る
こ
と
を
確
認
し
ま
す
。

　

遺
産
分
割
協
議
書
に
つ
い
て
は
、
確

認
後
は
コ
ピ
ー
を
と
り
原
本
を
お
客
様

に
返
却
し
て
い
る
金
融
機
関
が
多
い
よ

う
で
す
。

　

相
続
手
続
き
に
お
い
て
は
、
被
相
続

人
の
遺
産
が
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
い
場
合

や
相
続
人
が
１
人
で
あ
る
場
合
な
ど
遺

産
分
割
協
議
書
が
作
成
さ
れ
て
い
な
い

ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
場

合
に
は
、
各
金
融
機
関
で
用
意
さ
れ
て

い
る
「
相
続
届
」（
詳
細
は
本
連
載
の

第
１
回
を
参
照
）
を
遺
産
分
割
協
議
書

の
代
わ
り
に
使
用
す
る
こ
と
が
一
般
的

で
す
。

　

相
続
届
と
は
、
被
相
続
人
と
相
続
人

の
関
係
や
、
預
金
等
を
ど
の
相
続
人
が

継
承
す
る
か
な
ど
を
記
載
し
た
書
類

で
、
金
融
機
関
ご
と
に
独
自
の
名
称
や

様
式
を
定
め
て
い
ま
す
。

　

金
融
機
関
は
相
続
届
に
相
続
人
全
員

の
署
名
・
押
印
や
相
続
預
金
の
明
細

等
、
必
要
事
項
を
記
入
し
て
も
ら
い
提

出
を
受
け
ま
す
。
こ
れ
ら
の
記
載
内
容

に
基
づ
い
て
、
相
続
人
に
対
し
相
続
預

金
の
名
義
変
更
や
払
戻
し
の
手
続
き
を

行
う
こ
と
に
な
る
の
で
す
。

　

相
続
届
は
、
相
続
人
全
員
の
署
名
・

押
印
を
求
め
る
場
合
と
、
預
金
の
相
続

人
の
み
の
署
名
・
押
印
で
よ
い
場
合
等

が
あ
り
ま
す
。
自
行
庫
の
手
続
き
を
確

認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

来
店
者
が
預
金
を
相
続
す
る
人
で
あ

る
場
合
は
前
述
し
た
よ
う
な
書
類
が
必

要
に
な
り
ま
す
が
、
相
続
人
で
は
な
く

代
理
人
が
来
店
し
た
場
合
に
は
、
相
続

人
か
ら
の
委
任
状
等
が
合
わ
せ
て
必
要

に
な
り
ま
す
。

あ
る
場
合
な
ど
に
は
、
相
続
人
全
員
の

話
し
合
い
に
よ
り
、
だ
れ
が
ど
の
遺
産

を
相
続
す
る
か
決
め
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　

被
相
続
人
の
遺
産
を
各
相
続
人
に
分

配
す
る
こ
と
を
遺
産
分
割
と
い
い
、
そ

の
た
め
の
話
し
合
い
の
こ
と
を
遺
産
分

割
協
議
と
い
い
ま
す
。
そ
し
て
、
遺
産

分
割
協
議
の
結
果
を
書
面
に
し
た
も
の

が
「
遺
産
分
割
協
議
書
」
で
す
。

　

遺
産
分
割
協
議
書
は
、
特
に
様
式
は

定
め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
と
は
い
え
、

各
種
遺
産
の
名
義
を
相
続
人
に
変
更
す

る
際
の
確
認
書
類
と
な
り
ま
す
の
で
、

そ
れ
ぞ
れ
が
特
定
で
き
る
よ
う
、
あ
る

遺

７「遺産分割協議書」で
確認すべきポイント

　預金者であるお母様が亡くな
り、相続人と名乗る息子さん方
が遺産分割協議書を持って来店
されました。この場合、相続手
続き上、どのように
遺産分割協議書を確
認すればよいでしょ
うか。

◦�遺産の分割方法を話し合い、
書面にしたものを遺産分割協
議書という

◦�相続人全員の署
名・押印や該当
する預金口座は
あるか等を確認

７
サンプル●遺産分割協議書

遺産分割協議書
　被相続人 近代幸子（平成30年3月15日死亡）の遺産につき、本日分割協議を行った結
果、各相続人がそれぞれ次のとおり遺産を分割し、取得することに決定した。

　第１条　相続人　近代一郎が相続する財産
　　一、土地
　　　　所在　東京都中野区東中野
　　　　地番　２０４番地
　　　　地目　宅地
　　　　地積　２００㎡
　　二、家屋
　　　　所在　東京都中野区東中野２０４番地
　　　　家屋番号　２０４番
　　　　種類　居宅
　　　　構造　木造瓦葺２階建
　　　　床面積　１階　８７㎡　２階　８７㎡　合計１７４㎡
　　三、普通預金
　　　　中野東信用金庫　東中野支店　口座番号１３５７９８７
　　　　
　第２条　相続人　近代花子が相続する財産
　　一、普通預金
　　　　古代信用組合　渋谷支店　口座番号１１１２２２３
　　二、定期預金
　　　　中野東信用金庫　東中野支店　口座番号９７５３１６９
　　三、有価証券
　　　　未来証券　中野支店　に所在する株式
　　四、第１条、第２条一から三に掲げる財産以外のすべての財産

　上記のとおり相続人全員による遺産分割の協議が成立したので、これを証するため本書
を作成し、次に各自自署押印する。

平成30年4月1日

� 東京都中野区東中野２０４番地　相続人　近代一郎 ㊞

� 栃木県宇都宮市一番町１番地　相続人　近代花子 ㊞

遺産内容に訂正がある場合、
相続人全員からの訂正印があ
ることを確認

遺産分割協議書が複数枚にわ
たる場合には、相続人全員の
割印があることを確認

自行庫の預金口座に関する
記載をチェックし、預金が
特定できることを確認

印鑑登録証明書で、各相続
人の住所・氏名・実印が合
っていることを確認

戸籍謄本等をもとに相続人
の範囲を特定し、相続人全
員の署名・押印があるか確
認


